
産業動物学術ハイブリッドセミナー
～乳房炎診断の新局面～

昨今、飼料や資材の価格高騰により酪農家を取り巻く環境

は厳しい状況が続いています。そんな現在の状況において

も、乳房炎は最も発生件数の多い疾病であり、未だにコント

ロールが難しい疾病です。また、乳房炎は乳質と乳量を低下

させて生産性にも影響し、酪農家に多大な経済的損失を

与える疾病としても知られており、その防除のために搾乳と

牛床の衛生環境の改善や、早期発見・早期治療等様々な

技術が研究されています。

本セミナーでは広島大学磯部教授、同大学鈴木助教に最新

の乳房炎診断技術についてご講演いただきます。

開催方法

WEB配信＆現地参加(座席数に限りがございます)

右記二次元コードより

参加申込を受け付けております。

申込期日12月１５日(金)迄

お申し込み

参加登録に関するお問い合わせは株式会社フェム様へ

セミナーに関してはミヤリサン製薬株式会社担当者

までお願い申し上げます。

株式会社フェム online.info@fem₋produce.co.jp

ミヤリサン製薬株式会社 douyaku_info@miyarisan.com

お問い合わせ

※ご登録いただいた情報は厳重に管理し、

講演会のご案内、弊社動物用医薬品等の情報提供の

目的以外では使用いたしません。

座長のご紹介

講師のご紹介

酪農学園大学

農食環境学群 循環農学類

畜産衛生学研究室 教授

菊  佳男

広島大学

大学院統合生命科学研究科 教授

磯部 直樹

講演Ⅰ「乳房炎原因菌の検出率アップを目指す」

ミヤリサン製薬 製品情報提供 １３：００～１３：１０

講演スケジュール

講演Ⅰ １３：1０～１4：1０

講演Ⅱ １４：25～１５：２５

総合討論 １５：３０～１６：００
主催

先生

先生

広島大学

大学院統合生命科学研究科 助教

鈴木 直樹

講演Ⅱ「乳房炎原因菌の検出スピードアップを目指す」

先生

場所

岡山コンベンションセンター

〒700-0024 岡山県岡山市北区駅元町14-１

２F 展示ホール

13:00～１６：００(開場１２：００)
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